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6日(月) 米 1月 耐久財受注 確報値
米 1月 製造業受注 
韓 2月 CPI 

7日(火) 韓 4Q GDP 速報値
8日(水) 日 1月 国際収支 

欧 4Q GDP 確報値
米 2月 ADP雇用統計 

9日(木) 中 2月 PPI 
中 2月 CPI 
日 4Q GDP 確報値

10日(金) 韓 1月 国際収支 
米 2月 非農業部門雇用者数 
米 2月 失業率 
日  BOJ 政策金利発表 

先週のマーケット動向（2 月 27 日～3 月 3 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,315.0  1,326.6  1,299.2  1,301.6  ▲3.2 

JPY/KRW 9.6528  9.7321  9.5196  9.5376  ▲0.149 

KOSPI 2,405.42  2,442.10  2,383.76  2,432.07  +8.46 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上に行ってこい。先週末海外時

間に堅調な米経済指標が相次いで発表されると米金利が大

幅上昇しドル買い相場となったことから、27 日のドル/ウ

ォンは 1,315.0 ウォンでオープン。日中には韓国金利も上

昇する中、外国人投資家による株売りが入りドル/ウォンは

更に上昇。28日には週高値 1,326.6を付けた。しかし月末

海外時間にドル買いの巻き戻しが入ると、ドル/ウォンも 2

日には下落。ウォンの実需面は 2月韓国貿易収支（▲53億

ドル）の通り芳しくない状況に変わりないものの、ここも

との非常に速いドル/ウォン上昇に一定程度の調整売りが

入り、3 日にかけて下落した。結局、先週対比 3.2ウォン下

落した 1,301.6ウォンにてクローズ。 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは小幅ながら下落する展開を予想する。

米経済指標は総じて良好ではあるものの、米10年債利回りが

4％を越えてくるレベルでは水準感から買い圧力が強く、市場

全体でドル売りとなっている。特にドル/ウォンについては先月

90ウォン以上の急上昇となったことで、他通貨対比調整が入り

やすい状況だ。ただし、ウォンを巡る実需フローは芳しくないこ

とから、ウォン高になるとしてもそのスピードは緩慢としたもの

だろう。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1280 ～ 1310 9.40  ～ 9.70  134.5  ～ 137.5  

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
 
今後の予定 
 


